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アナウンス

• 第1回 9月28日(金) 13:20 開始の講義は，W321講義室

• 第2回 10月2日(火) 13:20 開始の講義は，W321講義室

• 第3回 10月2日(火) 15:05 開始の演習は，計算機室
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この講義の特徴

module main (clk, led);
input  wire clk;
output wire led;

reg [26:0] cnt;
always @(posedge clk) cnt <= cnt + 1;

assign led = cnt[26];
endmodule

Verilog HDL code

 講義2単位，演習1単位．

 1人1台のFPGA (Field-Programmable Gate Array)
ボードを用いた演習．

 教科書で説明されるコンピュータを

ハードウェア記述言語Verilog HDLで記述し，

FPGAボードに実装する．

 コンピュータの高速化に取り組み，コンテスト形式で成果を競う．
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演習

 演習は情報工学系 計算機室（学術国際情報センター ３階）でおこないます．

計算機室（312号室）の定員は74, 314号室を用いると定員は88です．

 情報工学系 計算機室のアカウントが必要．

まだ無い場合には，「登録申込書」の記入が必要．
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Syllabus (1/3)
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Syllabus (2/3)
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Syllabus (3/3)

コンピュータ論理設計
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教科書

コンピュータの構成と設計 第5版、パターソン＆ヘネシー
（成田光彰 訳）、 日経ＢＰ社
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コンピュータ（ハードウェア）の古典的な要素

出力制御

データパス

記憶

入力

出力

プロセッサ

コンピュータ

プロセッサは記憶装置から命令とデータを取り出す。入力装置はデータを記憶装置に書き込む。出力装置
は記憶装置からデータを読みだす。制御装置は、データパス、記憶装置、入力装置、そして出力装置の動
作を指定する信号を送る。
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高水準言語からハードウェアの言語へ

swap(int v[], int k)

{

int temp;

temp = v[k];

v[k] = v[k+1];

v[k+1] = temp;

}

0  1   2  . . .  

k

v

swap

C言語で記述したプログラム

データ
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高水準言語からハードウェアの言語へ

swap:

muli $2, $5,4

add  $2, $4,$2

lw   $15, 0($2)

lw   $16, 4($2)

sw   $16, 0($2)

sw   $15, 4($2)

jr   $31

0  1   2  . . .  

$2

v

swap

MIPSのアセンブリ言語に変換されたプログラム

$4 + 0

$4 + 4

$5

$15

$16
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高水準言語からハードウェアの言語へ

swap:
muli $2, $5,4
add  $2, $4,$2
lw   $15, 0($2)
lw   $16, 4($2)
sw   $16, 0($2)
sw   $15, 4($2)
jr   $31

MIPSのアセンブリ言語に
変換されたプログラム

swap(int v[], int k)

{

int temp;

temp = v[k];

v[k] = v[k+1];

v[k+1] = temp;

}

C言語で記述したプログラム

C コンパイラ

アセンブラ
リンカ

機械語に落とされたプログラム（機械命令の集まり）
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プログラム，データ，その他

記憶
（メモリ）

プログラム

データ
（ヒープ）

スタック

プロセッサ

ディスク

entry
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4ＧＢ (32bit) memory space and virtual memory

00000000 00000000 00000000 000000002 = 010

11111111 11111111 11111111 111111112  = 4,294,967,296 - 110

0x00000000

0xFFFFFFFF

2GB Memory !
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コンピュータの古典的な要素

出力制御

データパス

記憶

入力

出力

プロセッサ

コンピュータ

インタフェース

コンパイラ

性能の評価

Instruction Set Architecture (ISA), 命令セットアーキテクチャ


